
里山あーと村は、平成８年に広島市阿戸町の市有林（280ヘクタール）とふもとの棚田を活用し、市民参加型
の農林業体験ができる市の事業「市民てづくりの里」としてスタートしました。平成１３年に「里山あーと村」と名称

里山あーと村
～ 話し合いですすめる 一体型の活動 ～

変更し、地域住民、参加者、行政の３者で話し合い、一体となった企画・運営や体験活動を行っています。
また、子どもたちが自然とふれあうことで、心豊かな思いやりのある子どもに育って欲しいとの想いを込めて

活動をしています。

 名称 里山あーと村
 所在地 広島県広島市安芸区阿戸町牛ヶ谷

取組主体

里山あーと村

 構成員 地域住民、参加者、行政の３者
 代表 村長 竹廣 寿之
 連絡先 里山あーと村運営協議会事務局(安芸区役所農林課内）
 電話 082-821-4946
 FAX 082-822-8069
 HPアドレス http://atomura.sakura.ne.jp

機 的

広島県

★

活動の動機・目的

会員全員が参加する「合同イベント」（田植え、森のジャズライブ、収穫際など） と各部会単位で展開する

市民が豊かな自然にふれあい農作業・森づくりなどの体験をしながら交流し、里山文化を継承し、
さらには阿戸地域の再生や発展、田舎料理などの普及・促進を目的として始める。

活動の紹介

「農部会」（やさいの会、そばの会）、「森部会」（森づくり）、「環境施設部会」 （ものづくり、エコエネルギー、
ビオトープ）があり、参加者が自主的に行動する「里山ルール」で取り組んでいます。

５月20日は、 32組(110名)が参加し「田植えと里山自然体験（合同イベント）」で棚田の田植え、
“どろんこ綱引き”やサツマイモ・里芋の植え付け、10月7日には収穫体験が行われました。

田植え、綱引き、サツマイモ等の苗植えの様子
(平成24年５月20日(日))

収穫体験の様子
(平成24年10月7日(日))

村長さん
開会式で
あいさつ

収穫が
楽しみ～

サツマイモの苗植え 収穫体験（稲刈り・サツマイモ）

どろの感触
たまらなく い～い よいしょ！ よいしょ！

どろんこ綱引き
勝つぞ！

コンバインによる脱穀

収穫作業のサツマイモ

田植え



★ 発足と経緯

里山あーと村

取組内容

「市民てづくりの里」は 発足当時 市民主催により 地域で培 てきた知恵や

★ 体験活動の運営

・ 「市民てづくりの里」は、発足当時、市民主催により、地域で培ってきた知恵や
技術を持った地域住民の協力を得ながら、年に数回の体験講座から始め、水稲、
共同菜園、森づくり等の活動を行ってきた。その後、地元住民は、農林業体験や
製材、大工仕事等の指導者（インストラクター）として活動。
・ しかし、年数を経るごとに住民の高齢化により体験活動の協力者が減少。

・ 平成１３年に、「里山あーと村」に名称変更し、運営協議会を設立。市の補助金を活
用しながら地域住民 参加者 行政の３者で毎年協議 活動を重ねる やりたい活動

参加者で！

造っている体験館

用しながら地域住民、参加者、行政の３者で毎年協議・活動を重ねる。やりたい活動
はみんなで話しあう、「この指とまれ」方式を導入。

・ 参加者の中に活動に興味を持ち分野別に企画・運営に精力的に活動してくれるスタッフが誕生。
・ ボランティアと地域住民に支えられ、農林業体験と施設造りに取り組む。
・ 協力を惜しまないスタッフがいたからこそ、活動休止の危機を乗り切り
今日の活動が続けられている。
現在、指導者10名、スタッフは30名ほどで活動。

★ 参加費の設定
実費分の徴収では施設等の整備・運営は困難。施設は、市の補助金
とボランティア活動で整備中。

将来 夢（目標）

★ 参加者の集め方
発足当初の２～３年は、参加者が少数なため開催に苦労した。職員の知人・隣人やNPO法人等に参加
を依頼。現在は、市の広報誌、ホームページで参加者を募集。

みんなの声

将来の夢（目標）

将来は、地元で育てた農・林産物を加工・販売し、「里山あーと村」の運営資金
として、活動を続けられるようにしたい。また、参加者が自ら炊事や加工品等を作る
体験活動をし、加工品類は来場者に販売したい。

里山あーと村村長：竹廣 寿之

（参加者）
・ 初めて参加。最近は田んぼが近くになく、小さな生き物、虫を見たり、触ったりする機会が少なくなった。
田んぼのどろの感触を子どもに教えてあげたかった。(30代女性（東広島市）、５･３歳）

・ ４回目。今の子は、大人が何でも手を出し過ぎ、あれはだめ、これはだめとさせない。だから、何もできない子ども
になってしまう。今日は自由にやらせたい。（30代女性（安佐北区）、小５･小４、夫）
・ ３回目。自分は農業の経験はない、子どもたちが自然に触れ、米ができるありがたみを感じて欲しいと思い参加。
どろんこになることは滅多にない。ワイルドになって欲しい。（30代男性（中区）、７･4歳、妻）

５回目 父親が里山のスタ フ 農家の苦労を知 てもらいたい 昔は ダンゴムシも触れなか たのが

（スタッフ（ボランティア））

・ 子どもたちに、自然と触れあって強くたくましく育ってほしい。小屋、ログハウス、石釜等は
手作りで建てた。
・ 自分の田んぼもあるが、優先的に活動に参加している。

・ ５回目。父親が里山のスタッフ。農家の苦労を知ってもらいたい。昔は、ダンゴムシも触れなかったのが、
今は平気で蛙を捕まえるようになった。引き続き参加したい。（30代男性（佐伯区）、小３･小１、妻）
・ 綱引きが楽しくて毎年来ている。この時は思い切り汚れても怒られないので楽しい。（小学生）

どろんこ遊び


